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　平成25年度新入生のみなさん、入学おめでとうご
ざいます。このような切り出しは毎年繰り返される
いつもの挨拶文句のように見えます。しかし一見同
じように見えても実は時々刻々中身は変わっており、
さながら鴨長明の方丈記にある「ゆく川の流れは絶
えずして、しかも元の水にあらず」の文句のように
同じではないのです。長明の時代同様平成20年代は
天変地異の災厄に見舞われています。21世紀と方丈
記の書かれた 13世紀との大きな違いは人災としての
放射性物質の脅威にもさらされていることです。天
災と核エネルギーのどちらにも共通しているのは人
間にはコントロールが不能なことでしょう。後者は
できるという人もいますが、結局はそうではなかっ
たことが明らかになってしまいました。これらの出
来事も含め災害への対処と修復が大きな課題となっ
ています。本学でも学生、教職員が協力してそのた
めの貢献を行っています。
　また大学にも大きな変化の波が押し寄せています。
かつてコンピュータは個々に独立して使われていま

したが、今ではネット
につながれ、絶えず情
報のやりとりを行って
います。それができる
のもそこに共通の約束、規則があるからです。大学
もこれまでは主に日本の中での約束・規則に基づい
てその活動が営まれてきましたが、これからは世界
的に共通した枠組みの中で行われることになります。
卒業時にみなさんは大学で学んだ証として学位を取
得します。学位はそれぞれの学部・学科・課程・コー
スなどの定める授業の体系をきちんと修得すること
により与えらますが、そこに至るまでの一つ一つの
授業の評価の仕方にも国際的な通用性が求められて
います。具体的には講義時間だけでなく、予習・復
習をしっかり行って内容を身につけることが求めら
れているのです。本学では皆さんの学年からその実質
化の一助として新しい制度（GPA、CAP、合格最低点
の引き上げなど）を導入します。どうか新しい時代
の茨城大学生として励んでくださいますように。

新時代の学生のみなさんへ
佐 藤 和 夫
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このニュースレターのタイトルはラテン語で「Rosa Plumula」。「薔薇の
若芽」を意味します。茨城大学の校章はノイバラ（Rosa Multiflora）。
春から初夏にかけてすくすく成長するノイバラの若枝の勢いを、本学に
入学された１年次諸君に期待して命名しました。（2002年4月、谷口晋・
初代大学教育研究開発センター長）
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　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
　みなさんはどんなプランを胸に大学生活をスター
トさせるのでしょうか。勉強・バイト・ボランティ
ア・遊び・そして、出会い…。人それぞれ、様々な
思いを抱いているものと思います。大学は、みなさ
んがこれまで身を置いてきた場に比べて、はるかに
自由度の高い場です。色々なことにチャレンジして
下さい。
　しかし、「自由」は「勝手」ではありません。常
に「責任」がついてまわります。大学は、「自分で
考え自分で決断した結果が、直接自分に跳ね返って
くる場」と言うこともできます。
　さて、そこでみなさんに質問です。
　あなたにとって「ゆずれないもの」は何ですか？
　今、あなたは大学という「自由な場」を手にし、
４年間という「まとまった時間」を手にした所です。

何でもできそうです。では、その中であなたが「こ
れだけはやりたい」と思うこと「これだけはゆずれ
ない」と思うことは何でしょう。「ゆずれないもの」
を手にするためには、何を・どう・いつまでにやっ
ておく必要があるでしょう。
　分刻みの受験生活から解放された今この時期に、
ぜひゆっくりと自問してみて下さい。
　すぐに思い浮かばない人もいるでしょう。
　思い浮かんだけれど「本当にそうなのだろうか」
と気持ちがゆれた人もいるでしょう。
　「こうでなければならない」という「正解」はあ
りません。
　この時期に考えてみること、この先も時々考えて
みることが大切だと思います。
　みなさんの大学生活と、これからの人生が実り多
いものになりますように！

あなたにとって
「ゆずれないもの」は何ですか？

大学教育センター副センター長
キャリア教育部長 鈴 木  敦

大学教育センター 副センター長だより

副センター長
企画実施部長

副センター長
教育点検支援部長

戸 嶋 浩 明 勝 本　真

大学教育センターには他に２人の副センター長がいます

教養科目全体の
編成と実施を
行っています。

授業の改善のた
めの調査や提案
を行っています。
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大学教育
センター

その１その１
７ページに
続きます

教員紹介教員紹介
茨城大学へようこそ！大学生活は、たった

４年ですが、人生の中では大事な時間で

す。入学した時には、限りなく時間がある

ように思っていても、あっという間にたって

しまいます。どうぞ一日一日を大事に過ご

してください。最初はとまどうこともあるか

もしれませんが、様 な々相談室があります

ので、活用してください。

岡山 陽子
オ カ ヤ マ  ヨ ウ コ

総合英語

英語教育法、
言語政策

担当
 科目

研究
 分野

ご入学おめでとうございます。大学は正

解がひとつじゃない問いの答えを自分なり

にさがす場所です。意味のあることも、な

さそうに見えることも、すべてがみなさん

の未来につながっていくでしょう。存分に

学びと遊びを楽しんで有意義な４年間を

過ごしてください。

上田 敦子
ウ エ ダ  ア ツ コ

総合英語

英語教育学

担当
 科目

研究
 分野

英語を通して自分の世界を広げてみましょ

う。様々な文化の人々が持つ価値観が、

きっとあなたを一層素敵な人間に成長さ

せてくれると思います。楽しみながら、コ

ツコツと。苦手な人も得意な人も、努力は

必ず実ります。使える英語を目指して、一

緒にがんばりましょう！

野村 幸代
ノ ム ラ  サ チ ヨ

総合英語

英語教育学、
高等教育

担当
 科目

研究
 分野

茨城大学へのご入学おめでとうございま

す。 茨城大学の総合英語では英語を上

手に使い、自分の意志を伝える為のコミュ

ニケーション能力が求められます。入試

英語から離れて、就職や、社会人になって

も使える実践的な英語の力を身につけま

しょう。新入生の皆さんを応援します。

宮田 宗彦
ミ ヤ タ  ム ネ ヒ コ

総合英語

英語教授法、
第二言語習得

担当
 科目

研究
 分野
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教室案内

学習・生活支援、
履修手続ゾーン

「教養科目履修案内」に記載され
ている教室番号と対応しています。

共通教育棟１号館東棟に集中しています。
右下の拡大地図を参照して下さい。

ＩＴ基盤センター
理学部Ｓ棟の１～２階にセンターの施設があります。
１階 … マルチメディア第１教室（ＭＭ１）
２階 … マルチメディア第２教室（ＭＭ２）、端末室

多くの教養科目の講義が行われます。
１階 … 共通１０～１５番教室
 ※１４番はCALL教室
２階 … 共通２１～２７番教室
３階 … 共通３０～３７番教室
４階 … 共通４１～４７番教室

共通教育棟２号館2

2

5

6

3

3

東棟３階 … 第１～第４講義室
西棟２階 … 第５・第６講義室
西棟３階 … 学生自習室

共通教育棟１号館1

1

西棟２階 第５講義室
月曜日と水曜日、午後１２時～５時

英語多読室
詳しくは６ページを参照
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　  学務課
・教養科目の履修に関する窓口
・各種証明書、学割発行に関する窓口

　  学生情報室
インターネットに接続可能なコンピュータが
設置されています。他にも同様の教室がた
くさんあります。（右「パソコンゾーン」参照）

　  非常勤講師控え室
　  履修相談室
履修に関する質問や相談を受けています。
利用の際は学務課まで。

　  理系質問室
理系科目に関する質問を受付けています。
詳しくは６ページを参照。

　  茨大なんでも相談室
いろいろな困りごとや悩みについて、自主
的な解決を援助するため、学生相談体制
を設けています。
　  学生生活課
課外活動、奨学援助、学生寮、授業免
除等に関する窓口
　  留学交流課
留学支援・奨学金、留学情報、国際交
流会館に関する窓口

　  学生就職支援センター
各種就職説明会を開催したり、就職相談を
行っています。また求人票の開示やインター
ネットによる求人情報の検索ができます。
　  自動証明書発行機
学割、成績証明書などを即時交付
平日 8:30～ 18:00

共通教育棟１号館・東棟
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水戸キャンパス便利ＭＡＰ
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授業時間
第１講時

   8:50～10:20

第２講時
10:30～12:00

第３講時
13:00～14:30

第４講時
14:40～16:10

第５講時
16:20～17:50
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学生生活ゾーン

パソコンゾーン

キャンパスライフを楽しく過ごそう ! 授業の合間に友
人と気軽に集まれるスペースや、食堂、コンビニ、
図書館、保健管理センターなどの情報です。

履修登録やＥラーニングなど、学内ＬＡＮに接続する
際に使用します。この他各学部が開放しているＰＣ
室もあります。休業期間中は開放時間が変わります。

１階に談話室およびレストラン＆ベーカリー「ＳＨＩＥＮ」
があります。

茨苑会館4

4

茨城大学生活協同組合が運営する福利センターでは、
食堂、喫茶・軽食をはじめ、書籍、文具、日用雑貨
の販売やコピーサービス、理髪、トラベルガイド等に至
るまで、日常生活における多様なサービスを提供してい
ます。 

１階 … 食堂、コンビニ、サービスショップ
２階 … カフェ、書籍販売、理容室

福利センター（生協）5

蔵書は７３万冊。共同学習室を備え、夜遅くまで利用
可能です。休日も開館しています。開館時間など詳しく
は「図書館利用案内２０１３」および図書館ウェブサイ
ト www.lib.ibaraki.ac.jp を参照して下さい。

図書館6

医師・カウンセラー・看護師などのスタッフがいます。
定期健康診断や健康に関する相談をはじめ、急病や
ケガの応急処置を行っています。近隣の病院マップも
もらえます。平日 ８:３０～１７:１５

保健管理センター7

7

　　理学部Ｓ棟 １階
マルチメディア教室１（ＭＭ１）８１台
平日 8:30～ 18:00で授業のない時

　　理学部Ｓ棟 ２階
マルチメディア教室２（ＭＭ２）７６台
平日 8:30～ 18:00で授業のない時

　　理学部Ｓ棟 ２階
ＩＴ基盤センター 端末室　３０台
平日 8:30～ 18:00で授業のない時

　　理学部Ｂ棟 １階
英語学習室　６８台
平日 8:30～ 17:30で授業のない時

　　理学部Ｋ棟 １階
情報スペース　１２台
平日 8:30～ 18:00

　　共通教育棟１号館 １階
学生情報室　３６台
平日 8:30～ 17:30（総合英語優先）

　　共通教育棟２号館 １階
１４番教室 ４０台（ヘッドホン有）
平日 8:30～ 17:50（総合英語優先）

　　図書館 ２階　４８台
図書館の開館時間中に開放

8 11 14

15

9 12 15

10 13

水戸キャンパス便利ＭＡＰ
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相談室を
 上手に
 使おう

相談室を
 上手に
 使おう

共通教育棟１号館西棟第５講義室に
英語多読用の図書と多聴用のＣＤ付
図書とＣＤプレイヤーが揃っています。
原則として月曜日と水曜日の午後１２
時から５時まで公開しています。貸出
はできませんので、その場で図書を読
んだり、ＣＤを聴きながら図書を読んだ
りして、楽しんでください。

英語多読室を
公開しています

大学教育センターでは、皆さんの英語学習のお手伝いをし
ています。高校時代から苦手意識のある人も、英語が得意
でさらに伸ばしたい人も、積極的に「総合英語学習相談」
を利用してください。共通教育棟１号館２階の研究室（210
～ 213）と人文学部Ｂ棟の研究室（B607－1、B607－2）
の入り口に、それぞれの英語担当教員の相談時間が掲示
されていますので、ぜひ研究室に来てください。それ以外
の時間であれば、その掲示に先生のメールアドレスが書か
れていますので、メールで先生の都合のよい日時を尋ねて
みてください。もちろん自分の総合英語担当の先生に相談し
ても良いですし、担当以外の先生とも話してみたいという場
合も歓迎です。授業でよくわからなかった点や、自分で勉
強していてわからない点、英語の勉強方法など遠慮せずに
相談してください。お待ちしています！

大学教育センターでは、理系の教養教育に力を入れていま
す。特に、微分積分や力学などの理系基礎科目は、ほとん
ど全ての専門科目において基礎になると同時に、幅広い物
の考え方や論理的な思考を身につける上でも非常に重要な
役割を果たします。これらの科目は積み上げ型の科目なので、
わからないことを放置していると、高学年に進級した際、専
門科目の勉強や卒業研究でつまずいてしまいます。こうした
ことがないように、大学教育センターではほぼ毎日、授業が
ない時間帯に「理系質問室」を設置し、学生がいつでも質
問できるような独自の取り組みをしています。
質問室には本学の様々な学部の専任教員
を配置し、随時学習相談も受け付けてい
ますので、気軽に来室してください。

総合英語学習相談へＷＥＬＣＯＭＥ！総合英語学習相談へＷＥＬＣＯＭＥ！

理系質問室を活用しましょう理系質問室を活用しましょう

共通教育棟１号館
１階130室
（正面玄関入って左）

月曜～金曜
12:00 ～ 13:00

場所

日時

注意
時間、曜日は変更になる場合
があります。掲示等で確認をし
てください。

理系質問室
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３ページからの
続きです

大学教育
センター

その2その2教員紹介教員紹介
ご入学おめでとうございます。みなさんと

は力学や自然系科目の授業でお会いする

かもしれません。物理学は、あらゆる自

然現象を、たったいくつかの法則で記述

する学問です。一人でも多くの人にこうし

た自然の美しさを理解してもらいたいと

思っています。どんな些細な事でも遠慮な

く質問してください。

富沢 真也
ト ミ ザ ワ  シ ン ヤ

物理学

相対性理論、
宇宙物理学

担当
 科目

研究
 分野

新入生のみなさん、ご入学おめでとうござ

います。大学の４年間では、友との出会

い、先生との出会い、本との出会い、知ら

ない土地との出会いなど、いろいろな素

晴らしい出会いが待ってると思います。

様 な々ことに積極的にチャレンジして、たく

さんのいい出会いを見つけてください！

松村　初
マ ツ ム ラ 　 ハ ジ メ

微分積分 入門・基礎

離散数学、グラフ理論

担当
 科目

研究
 分野

新入生のみなさん、ご入学おめでとうござ

います。「学ばなきゃならない」受験勉強

からようやく解放されましたね。大学に

は、「知」の「種」が数多く存在しています。

それを拾い集めて大きな樹に育てるのは、

みなさんです。これからは、「学びたい」勉

強を存分に楽しみましょう！

蜂屋 大八
ハ チ ヤ  ダ イ ハ チ

就業力育成PBL科目

社会教育学、地域活
性化、初年次教育

担当
 科目

研究
 分野

入学おめでとうございます。やりたいこと

に挑戦し、勉強もしましょう。学問に没頭

でき、すぐ身の回りに指導教員や仲間がい

るのは大学ならではです。疑問をもったら

考え抜いてみましょう。実社会の問題には

解決策があるとは限りませんが、自分の頭

で考えた経験は役に立つでしょう。

宇野美由紀
ウ ノ 　 ミ ユ キ

情報処理概論

離散幾何、応用暗号

担当
 科目

研究
 分野
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水戸に来て、生まれて初めておそばをお
いしいと思いました。水戸には安くておい
しいものがたくさんあります。梅だけでなく
桜も見事です。星も本当に美しいです。
水戸は本当に良い所です。（お）

茨城の花、薔薇が咲くこと、そしておいし
いカツオが食べられること、これが茨城の
春から夏に向けての楽しみです。皆様、
オシャレになったローザ・プルムラをどうぞ
よろしくお願いいたします。（の）

つくばから水戸に来て、早１年の月日が経 
とうとしている。同じ茨城といえども気候の
変化や四季の風景がだいぶ違うことに驚
くばかりだ。偕楽園の梅が散れば、千波
湖の桜にもお目にかかれるであろう。（と）

編
集
後
記

編
集
後
記

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございま

す。大学は “自由・経験・発見” の場です。学

問・研究はもちろん、部活やサークル、留学…。

多くの選択肢の中から何をするのか、決めるのは

自分自身です。

　１年生の前期、私は目標が見えず、勉強以

外何もしていませんでした。しかし夏休みになっ

て思い直し、後期からは部活を始め、中国での

語学研修や学生同士のコミュニティなどにも参加

しました。私はこれらの活動を通して多くのこと

を経験する中で、今まで見えなかった将来の目

標、「なりたい自分」を見つけることができたの

です。

　やりたいことを“自由”に選択し、できるだ

け早いうちからたくさんのことを“経験”してく

ださい。それは必ず「なりたい自分」の“発見”

に繋がります。

　みなさんが充実した大学生活を送ることを、

先輩として願っています。

　新入生のみなさん入学おめでとうございます。新

しく始まる生活に胸を躍らせていることと思います。

　私がいる工学部都市システム工学科は様々な分

野について学ぶことのできる学科です。例えば、

環境問題や都市計画、水や地盤、構造物などの

力学、はたまた上下水道のことや交通についてな

ど、また、建築物の製図やキャンパス内の測量な

ども行います。実はこれらの専門的な勉強はほと

んどが２年生から実施されます。その専門的な勉

強をするための礎として、１年生の間は英語や教

養科目、数学や物理の基礎を学びます。工学部

は他の学部と比べて授業数が多く少し大変ですが、

やりがいのある授業ばかりです。

　また、都市システム工学科は１学年の人数が

60 人程度で、授業の教室もほとんどが一緒であ

るためすぐにみんなと仲良くなれます。先生も気さ

くで優しい方が多く困ったことがあれば相談に乗っ

てくれるでしょう。心配することはありません！大

学での勉強や生活は、とても楽しいですよ！

人文学部人文コミュニケーション学科 2年

岡本 萌
工学部都市システム工学科 3年

青木 慎之介

新入生の皆さんへ 先輩から
ひとこと


